
９⽉19⽇（⽕）の夜、「（仮称）⽝⼭市協働のまちづくり基本条例市⺠会議 」の第２回を開催。今回の参加者は、市
⺠、職員、事務局スタッフ等を含めて27名でした。
⼭⽥市⻑からはじめのあいさつ、前回の振り返りのあとは、全員で意⾒を出し合いながら会の名称（通称）を決めました。
続いて、５グループに分かれて⽝⼭の強み、弱みについて意⾒を出し合いました。出し合った意⾒は模造紙にまとめて発表し、

全員で共有。「⽝⼭ってこんないいところがあったんだ！」「確かに、ここはよくないね。」と、⽝⼭のことを⾒つめなおすことができた、
有意義な時間になりました。
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発行日 ： 平成２９年９月２７日 （第２号）

【第２回のテーマ】

９⽉１９⽇（⽕） 市役所205会議室にて

1 はじめのあいさつ（山田市長）

前回のふりかえり / 事務局より

全体トーク「この会の名称を考えよう！」【part2】３

かわらばん
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（ 仮 称 ） ⽝ ⼭ 市 協 働 の

まちづくり基本条例市⺠会議  

⽝⼭ってどんなまち？こんなまち！

みんなが愛着を持てるような「会の名称（通称）」を考えました。前回の話
し合いで出された７つの案を参考に、①呼びやすい②どんな集まりかが外の
⼈にもわかる③商標・著作権にひっかからない、というような視点を持ちなが
ら、全員の納得がいくまで話し合いました。
その結果・・・

（略称：    ）
に決定！わかりやすく親しみのある、素敵ななまえになりましたね。

いぬやま未来会議

プログラム

 

  

 

 

 

時代が⼤きく変化する中、今、どんな条例が必要
なのか。市⺠・⾏政・議会の役割と責任、⾃治のあ
り⽅、市政運営のあり⽅を考える機会にしたい。ま
た、決まってないことでおろそかになっていることもあ
ると思う。⼈⼝減少の中、私たちのまちを運営する
基本的なルールを⼀緒になって考えるという、この
機会が⼤事であり、このプロセスが良い変化に繋が
っていくと考えており、闊達な議論を期待している。
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自然 豊          

 木曽川  里山

歴史    文化    

     犬山祭  犬山城  犬山城下町

 国指定 古墳     

 京大研 里山学研   研究機関   

住     

       田舎         

 名古屋 近  水     

子育 環境    

 二学期制  教育 充実    

市民 元気 

       活動 盛 

   犬山      

    愛着 持    人 多 

ひとやすみ・・・と思いきや、またもや盛り上がっていました。

班分け

６ グループワーク
「犬山ってどんなまち？」

次回は10⽉16⽇（⽉）19：00より
⽝⼭市役所 205会議室にて。
テーマは『協働のまちづくり条例の意義・役割って何？』です。

♪ ギャラリー市民会議

田舎    

 車    不便     本数   

 遊     少    店 少  

 田   多  道 狭 

観光     
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  店 少   宿泊    至   

 観光客 道路 渋滞   特産品  

地域 問題 

 地域間 格差  地域間 隔  

 市民 一体感    古     

 若者 活動   場    高齢化

 少 閉鎖的

市民 問題 

 内向 志向  保守的 人 多 

最後に、「⽝⼭の強みと弱み」について５つのグループに分かれて話し合い、模造紙にまとめたものを全体で共有しました。
ここでは、みなさんから出された意⾒の⼀部を掲載します。これらの意⾒を参考に、前⽂をはじめ、条例がつくられていきます。

ここがスキ！ 強み・資源 ここがキライ！ 弱み・課題


